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会議要旨
	会議名
	平成２０年度　館山市中央公民館運営審議会

	開催日
	平成２１年３月１７日（火）

	開催場所
	館山市コミュニティセンター　第１講習室

	出席者
	[委員]　館山市中央公民館運営審議会委員　４名（前原委員欠席）
[教育委員会]　教育長、中央公民館長、中央公民館職員３名

	公開・非公開の別
	公開　一部非公開　非公開

	非公開の理由
	

	傍聴者
	　０名（定員１０名）

	会議概要・結果等
	◇教育長あいさつ
◇平成２０年度事業の進捗状況について

・コミュニティセンターの利用者数167,918人（２月末現在）
・コミュニティセンター外壁改修、浄化槽改修工事実施
・生涯学習バスの買い替え

・陶芸窯改修事業、館内電話機等購入事業の実施
・元気な広場建設（所管課：健康福祉部こども課）

・講座開催回数１７１回、延べ４，９８９人が参加（３／１０現在）
◇平成２１年度事業計画について

・施設老朽化に伴い改修計画を策定予定（外壁、空調機改修）
・浄化槽改修事業（浄化槽内配管等の改修）
・ふるさと学習を推進するため従来から実施しているふるさと講座を軸に安房地域公民館連携講座など新規講座なども取り入れながら生涯学習講座を開催する。
・行財政改革方針に基づき使用料の見直しについて検討を進める。
◇質疑

・運動系サークルの利用が多く、抽選会の結果１度も利用できない月があるため、回数、時間制限するなどの検討が必要。

⇒従来からの懸案事項。運動できる部屋が限られているため今後継続的に連絡会、利用者等との調整が必要。他施設も案内している。
・公民館は地域住民が気軽に集える場所であるべき。スーパーも近くにあることから、気軽に井戸端会議ができるような場所になれば人の交流も生まれる。また、同じ人が何回も利用していると思われるが、なるべく多くの市民に利用されるように努めることが大切。
・使用料の検討はどのように進めていくのか。

⇒行革方針は現段階ですぐに使用料を徴収するというものではないが、運営審議会等の場で検討を進めて行きたい。具体的には市で素案を作成し、協議してもらう形となると考えるが、まずは施設管理経費などについて利用者に周知を図ることから始める。
・有料で民間企業にチラシなどを配布させれば収入が増えるのでは。

・これから、ますます団塊の世代の利用者が増え、その年代が社会の中心になると考えられるため、団塊の世代をターゲットに施策を推進することも重要。
◇その他（元気な広場を見学）


